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Poco a poco …     

四年連続二次ﾄｰﾅﾒﾝﾄ進出ならず‼ 

それでも「K’s football style」貫き通す‼ 

四年連続選手権二次トーナメント進出ならず。代表決定戦 VS 東大和 ０－２ 

最後まで決定力不足が響く。たくさんの応援ありがとうございました‼ 

第 104 回選手権予選一次トーナメント代表決定戦

が、清々しい秋の気配の中、日本文化大学(ニチブ

ン)SAKURA field で行われました。相手はひとつ格上

で常に前を走る東大和高校(T4)ですが四年連続二次トー

ナメントに進出するためには同じ都立高校のライバル

として絶対に負けられないゲームとなりました。前の

ゲームが延長戦となり予定のキックオフよりも 30 分遅

れましたが、そこは影響なくいい状態でゲームに臨む

ことができました。 

片倉高校のキックオフ                      立ち上がりから一進一退の                        代表決定戦 VS 東大和に挑む                       

攻防の中、お互いチャンスを演出しますが GK のファインセーブや DF 陣の体を張ったプレーに

よりゴールには至りません。ゲームが動いたのは前半 33 分のドロップボール後ことでした。リス

タートの一瞬の隙を突かれて裏を取られて失点し、0‐1 で前半を折り返します。 

後半は相手の運動量が落ちることが分かっていたので、スタートからギアを上げて勝負を一気

にかけました。決定的なチャンスを再三作りましたが、前半同様にこの日の MVP である相手

GK が立ちはだかるゴールを奪えません。逆に後半 18 分、相手スローインから入れ替わられ相手

に素晴らしいシュートを決められてしまいました。その後も怒涛の攻撃で相手ゴールに迫り続け

ますが、今年のチームの課題である得点力不足がここでも露呈します。攻撃面では中央を攻略し

サイドも使い多彩に攻め続けますが、相手の必死の守備の前にゴールを抉じ開けられず時間は経

過。結局 0-2 でタイムアップ。残念ながら、四年連続選手権 二次トーナメント進出はなりません

でした。勝利した東大和高校は、初戦東京朝鮮中高級学校と停戦となりました。二次トーナメン

トでの活躍を祈っています。頑張って下さい。応援しています。 

たくさんの応援ありがとうございました‼ 

代表決定戦は地元八王子のニチブン SAKURA FIELD で開催ということで、片倉高校サッカ

ー部応援団長の森崎さん（森ちゃん）を始め、保護者の方や高校の同級生、OB とその保護者、

本校の先生方、他校の高体連の先生や合同練習をしてきた生徒たちなど、身内だけではなく幅広

い方々がたくさん観戦に訪れてくれました。手前味噌で恐縮ですが、毎回、多くの方々に応援さ

れるチームに成長したのだと実感しています。大切なゲームでその声援が子どもたちに勇気を与

えてくれました。たくさんの応援、本当にありがとうございました                        

引き続き片倉高校サッカー部への応援を宜しくお願いいたします。 



 

 

 

                      最後まで「K’s football style」貫き通しましたが、東大和ゴールを抉じ開けられず・・・                       

＜After the Game＞                       

選手権一次トーナメント代表決定戦は、今年の課題であった決定力不足が最後まで響き、残念

ながら四年連続二次トーナメント進出はならず、ここで敗退となりました。52期生最後の選手権

はここで終了しましたが、残りのリーグ戦に向けてトレーニングは再開しています。9月には、

六試合の公式戦があり、過密スケジュールの中「K’s football style」を貫き通して最後までタフに

闘ってきましたが、結果を導き出すことはできませんでした。この反省（課題）を活かして、残

りのリーグ戦は全勝できるように頑張りたいと思います。もう少しだけ、お付き合い（応援）の

ほど宜しくお願いいたします。 

PS：今回は写真の選別に時間が掛かり、通信の発行が遅くなり申し訳ありませんでした。また、いつも写

真提供を頂いている「L-sports」さんから、写真の販売用パスワードシートを子どもたちに配布いたしました

ので、52 期生は是非、高校サッカーの思い出にご購入をご検討下さい。  

２０２５ 選手権予選一次トーナメント ＶＳ 東大和  Sｎａｐ ｐｈｏｔo 



 


